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（抄録）本研究では、フラボノイド複合体による新しい放射線防護剤の有効性を細胞試験中心に検討を進

めて来たが、組み合わせる難水溶性フラボノイド（アグリコン）の種類によって防護効果に違いが見られ

た。本発表では、これらアグリコンの違いによる防護効果の差についてさらに実験を進め、放射線防護剤

として最適なアグリコンの選択について最新の検討結果を発表する。 
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1. 緒言  

	 糖転移ルチン（図１）は、水溶性に優れたフラボノイドであり、放射線防護効果が確認されている[1]。

しかしながら、水溶性が向上した反面、細胞への取り込み効率が低下する課題がある	[1]。そこで、本研究

では、この課題を解決するため、糖転移ルチンの可溶化効果を利用した新しいフラボノイド複合体を作製

し、培養細胞を用いた細胞取り込みおよび放射線防護効果の確認試験を行い、その有用性の検証を行った。 

 

2. 実験手法および結果  

	 本研究では、糖転移ルチンと難水溶性ブラボノイド（アグリコン）であるクエルセチン、ヘスペレチン、

ナリンゲニンを組み合わせた３種類のフラボノイド複合体を作製し、培養細胞を用いたフライボノイド複

合体の細胞取り込み試験および、放射線防護効果の比較試験を行った。両試験ともに、培養細胞として

CHO-K1 細胞を用いた。細胞取り込み試験については、フラボノイド複合体（250μM	）を PBS(-)に溶解し、

細胞に添加後、３０分で細胞内に取り込まれ

たアグリコンおよび糖転移ルチンを HPLC 装

置で分析することによって確認した（図１）。

また、放射線防護効果については、コロニー

アッセイ試験により、ヘスペレチンを含むフ

ラボノイド複合体が優れた放射線防護効果

を持つことを確認した（図２）。	
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	図１細胞取り込み試験結果		 図２コロニーアッセイ試験結果	
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